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「2020年度国際交流基金地球市民賞」
受賞候補団体を募集します。
国際交流基金地球市民賞（以下、地球市民賞）は、1985年に創設され、本年度で36年目を迎えます。

これまで109団体が受賞され、さらなる飛躍のきっかけとなるとともに、地域の活性化、地方創生

にも貢献しています。

全国各地で、国際文化交流活動を通じて、日本と海外の市民同士の結びつきや連携を深め、互い

の知恵やアイディアを交換し、ともに考える団体を応援します。

対象とする活動

【 地球市民賞概要 】

対象となる団体

５つの
選考ポイント

文化・芸術による地域づくりの推進
傽勓כ嶮㜽をつ׃ם倀ⵊ٬蛮銉の★嵣をꄼて、骅かで嵛宜のֵ㐌㔔
ؤِ طؔؼٖ をつく嵛ⳛלם。

多様な文化の共生の推進
㜽㎼☭の㝂坎ם倀ⵊ阋靣侷芌を׳を槏闋、㸥ꓨし、כに骅かで嵛宜の
ؤِ㐌㔔ֵ طؔؼٖ を碎いていֹ׆ 。לם嵛ⳛכ

市民連携・国際相互理解の促進
⪴ꄼのꫀ䖥ゼ꾴䟨餟をꄼ、傽勓כ嶮㜽の䉖宐⻎㛶のꅙ䶏潸◦槏闋を
幾״嵛ⳛלם。

公益性の高い国際文化交流活動を行っている日本国内の団体。
※団体の岺☭呬はゼいま؆ֿ、㐌偙蔦岕体は㸐骭םכま؆。
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先進性
㎼갾倀ⵊ★嵣の┞つのٓכٜظして、♑の団体の参脝םכ嵛ⳛでֵכ׆。

栃蔦の イؓؔظ ؓを嵛かしג嵛ⳛでֵכ׆。

㸴םくכ�年♧┪、濪㵅ם嵛ⳛをしてきていכ׆。

♀䔿濪㵅で嵛溪ם嵛ⳛֿ类籽さֿכ׆锶ꁎまכ׆。

獗⚶溷ם䌮ֿ嶰ꄞⲇのֵ嵛ⳛでֵכ׆。

独自性

継続性

将来性

社会に対する影響力5



全国より、自薦/他薦にて広く募集します。（どなたでもご応募、ご推薦できます！）

下記ウェブサイトより応募ガイドライン・応募/推薦用紙（Microsoft Word形式、
PDF形式）をダウンロードし、必要事項をご記入の上、Eメール、ファックス、郵送
にてご応募ください。

����年�月下旬に国際交流基金ウェブサイトにて発表します。
※ご䗎Ⳬ/ご䱿赐꼾いג溺坎には、&ْٜ٭まגは剹긖にて篙卸をꄼ焒いגしま。
※䱅賞䑑は、����年�劓┪僆にꪛ⥎を◙㴻してֽま。

受賞団体には、正賞（賞状）ならびに副賞（１件���万円）を贈呈いたします。

応募方法

※応募/推薦用紙は����年度版をお使いください。
※䗎Ⳬ/䱿赐氠筤受槏䔿、⫐㵼牞霼の״ג䬎䓜脢ごꅙ簀を䈼し┪ׅ㖪⻉ֿ 。まֵ
※䗎Ⳬ/䱿赐氠筤をرウغ٭٤ٞできםい㖪⻉は、◜ⳡ㹾までご韆寛ください。
※ꈷ脝の参脝םכ魕倣ֵֿף庒♕、しくはꌞꃻください。ֽם、ご䳀⮂いגだいג

剹꿔צ魕倣はꂉⷭいגしま؆ので、ご◗䪩ください。

受賞団体の発表

選考のプロセス
授

賞

式

受

賞

団

体

発

表

受

賞

団

体

決

定

第
２
次
選
考
委
員
会

事
務
局
に
よ
る
現
地
調
査

第
１
次
選
考
委
員
会

書

類

選

考

応

募

お問い合わせ：送付先

締　切

国際交流基金　コミュニケーションセンター　地球市民賞事務局
〒���-����　東京都新宿区四谷�-�-� 四谷クルーセ
Tel. ��-����-���� / Fax. ��-����-����
Eメール　chikyushimin@jpf.go.jp

応募ガイドライン・応募/推薦用紙

https://www.jpf.go.jp/j/about/citizen/guideline/

����年�月��日（月）〈郵送の場合は、当日消印有効〉

件　数 ⻄団体ֽצ⻄⠥☭は、最㝕�⚂まで䗎Ⳬ/䱿赐できま。

※◜ⳡ㹾にwebイلٖذ٤ 。まֵֿ⻉㖪םに٭

※



■授賞理由
锞睶䈢╚㳔吾は㜽㎼☭ֿ㝂く凰ら㎂傽䉖䉖睶䈢㐌ⶓにֵむ┞の╚㳔吾で、㜽㎼にٜص٭を䭥つ气䕉ֿ�ⰺをⷑ״ていま。ꩽ年にג
כցは╚㳔气ֿ╭体ٜؠ٭ր㝂倀ⵊ⪴气サג溪鳉しかׄに䗎צ⽿のהג☭㝕ג脝ֻכց雧鉿꜔靯の╚から、ր㝂倀ⵊ⪴气のꞆは蝄脢にֵ
。に参氺していまくטהら、㝂倀ⵊ⪴气のまֿם٤トに㶔䱸にꫀي倀ⵊ玷瞏、㐌㔔のイ、㜭玷◜てꮐ捇鉿זם
╚㳔气に㐌㔔嵛ⳛは、㐌㔔の䠀濪ֿいג气䕉ֿהגⶻ噺䔿サٜؠ٭を皑גׅ┪ה、まהの鉿◜に参Ⲏしג瞏、㜽㎼☭٬傽勓
☭の㒼呧を鱳ֻג꿁の锶ֻꫀ➳טくに鬚桬していま。
׆ֹ し⺅ג篁ײは׆から㜽㎼☭⛿宐の㙟Ⲏֿ锶ꁎま♑㐌㔔の参脝כםכ脝ֻ、勓賞を䱅┰しま。

■受賞団体のコメント
כֹֿだき靧にֵגの度は、����年度の㎼갾★嵣㕈ꓭ㐌槉䉖宐賞にꈷ؆でい׆ ごいま。
㎂傽䉖䉖皑锞睶䈢╚㳔吾㝂倀ⵊ⪴气サٜؠ٭は陭皑�年潨כいֹ蝄い団体で。㜽㎼☭겏⛿٬㸴㲳둚벉ⵊֿꅼ׆׳の㐌㔔で、╚㳔吾כして✇
ֿできのかを脝ֻ、雧鉿꜔靯を篑てր債㲽のꌃ嵛ⳛ٬气䕉⚶כはꇙֹ蔦╭溷ם嵛ⳛցでֵ勓サֿٜؠ٭气まましג。瑭׆ֿלのםֹ
ㄻצを䕑ֿכ׆できましגのは、׆の嵛ⳛの溪鱍☭でֵ㸯卲靧⯼吾ꩽは״、頲⩰齟偙の簮ֻꪨםいⲚⲇכ㐌㔔の偙չの佻ֻご䭰㸬
に䛒まֽגかׅで。䖥から䠊颍してֽま。♀䔿㐌㔔獗⚶כ㝂倀ⵊ⪴气の״גに㹻ⲇしていきま。

2019年度受賞団体の紹介

中学生が主体となって地域の活動に参加し、
多文化共生のまちづくりに貢献

四日市市立西笹川中学校多文化共生サークル

■授賞理由
ُن٭ـ㎼갾גでꪛ⥎さؓة٤ٍは、���年��劓にغٜ٭إブ٬؛ト٬٭ـ の嵛ⳛא。גまして陭皑さזչに☭גז٤のꆻㅰにꫀخٚ
は、錺捇㐌筩◚㐌ֽצꪛ溪ꄫ┪㎼の㲳הגל、걀ֿい脢、鬡㎦㺽の☭չに㸐して、体芌侷芌佻䴈너饦偡陭٬귱㸴年☭包の芌䧯を潨溷
。ていまזき、㝕きく䬺ֿטいֹ槏䗻に㕈כ芌䧯ցם⪡に⣌כ嵣瞏、ր䖥麃★גꅙ䶏しכ傽勓靣侷㵍のꆻㅰ、澛⫐⻄䨾גしכ
׆ֹ しג佻䴈嵛ⳛの㝂くֿ、佻䴈⣨כさ⣨の皑㖪に呬䈼ֿ气הֿでֿ、⻎団体は、㸐瞏ם★嵣を潨䭰し、ُ 傽٤㝕⚶のꆻㅰخٚ
勓靣侷㵍の嵛ⳛを槁㐌に瓌饛瞏、槁㐌で、蔦皑かつ䭥籽溷に嵛ⳛֿできםֹ卽篁ײを✑זてֽ、まג㴷٬㳔٬宐を㝕きく䉌きꁎ؆で
ꅙ䶏しⶾ⦍を㵅槁してい掾は、鏿겧ם獗⚶鞏꾴の闋尴偙岺כして峜潨さので、佻䴈嵛ⳛにꫀ⪢ての団体にזכて┞つの䩘勓םכ
。脝ֻ、勓賞を䱅┰しまכ

■受賞団体のコメント
٭إブ٬؛ト٬٭ـ גて嵛ⳛしてきזג年に��ֿغٜ ب٘شِ ٤は、☭包芌䧯ˌ☭טくˌで。塌⚶を┰ֻらםかגז☭չֿ蔦ら鱍き┪ֿזて、蔦⮔
で☭气を㜟ֻていくⲇزٔכ ト佻نخ、てזꇙכ佻䴈غ٭ـで。まは免ꪨֿかかくט☭。גましてまい״ꅼכصؤصؤいֹ䩘嫘でכをր侷芌ցت٤
䴈は勮כ׆הはםく䌮ֿזていきま。
♀㎇の⻏霵ֵ㎼갾★嵣㕈ꓭ㐌槉䉖宐賞の受賞は、⪴に嵛ⳛしていגだいג㳔吾、⚕噺、団体、⠥☭の偙չ瞏に꼾いג賞כ䠊、⪴に芌つ⪴芌団
体כして♀䔿ꉒꅼして参ま。ֵ כֹֿ ごいましג。

「心身ともに健全な育成」
対等な交流と多様な連携に基づき協働を実現

■授賞理由
㎼갾⩼盄٬귱㸴年悍Ɫنェطؔت طؔتェن⻎ג㵅鉿㣗〉⚶ֿ屡絭でꆻㅰしてきםきֽٜف ف ٜꄼ璻րזかזかنェذتցは、ؒن ِٛ の٭
طؔتェنの㎼갾薊⺫蛮銉״ג ┾ם㐌⩧の☭չֿ栃ⱁ溷で┪鮐הגלの脝ֻから、㲳כイ⾀の赟ցتءزؽ蛮銉体닫はրם骅か。でٜف
汔╚の薊⺫⪪悍に宜鼓に闑塌⚶をꩽ年䳀❵してきましג。
ف٭ف٤ؿ ٜ阋訪を氠いםいを╚䖥כしג✑にזて㲳הגלの䠊受䙎䞯⦐ⲇを芌ײ、ֽ ◦いのꇙいを受㵼し霼״⻉ 、を潨䭰しכ׆ֹ
嬐㎇��か㎼⯼䔿の笴��✑を┪悍。いま┾汔⻄㎼の悍Ɫꫀ➳脢ֿ겏ֹؓ طؔتェنの悍Ɫؓة 、Ɫ㖪כꤥ賞脢、םכブـのؠ٭ト٠شؾٜف
Ɫ団〉、㐌⩧⛿宐、カ䍔銏、ٍ ط٤ٚؔ 、ؓ嶮㜽からのイ٤٭ذ٤瞏、㐌㔔כ┾汔כ☭չの䖥をつ׃ם㎼갾倀ⵊ★嵣の㟱◜❛זםכていま。

■受賞団体のコメント
כֹֿ賞を꼾きまして、靧にֵの度は、⻏霵ֵ׆ ごいま。
طؔتェن、してא、の溺坎نشذتていזꫀ➳脢の溺坎、佻ֻて下さていזのは、傽չ䗎䴈して下さגの度、受賞できまし׆ にしײを嚝しٜف
ていて下さֽ㵉坎のֽかׅでֵכ麃に叉ײて䠊てֽま。䠊颍の阋訪をꃍכ㹻きま׆、ֿ؆の賞を꼾いגㄻצをגくさ؆の偙չ
。䘼いまכいגだきגていを⚻ֻさהだき、䠊颍の宜䭥גてい劔さ⪳כ
ֹןの賞に䚷׆、してさらにא まま窢ꅼしていきגいכ、麃の䑛き紛ま䘼いで尴䟨を㎷״てֽま。

豊かな芸術体験は「命の薬」
地域と世界と人々をつなぐ国際児童演劇祭を運営

特定非営利活動法人

ハート・オブ・ゴールド

国際児童・青少年演劇フェスティバルおきなわ実行委員会

（♲重県㔊日市市）

（䀤山県䀤山市）

（尣篖県齡銽市）

˟䱇颣理歋、「颣団体のコًントは䱇颣時のものです。



※最近の受賞団体順に掲載。 ����年度から����年度までの受賞団体につきましては、下記のウェブサイトをご参照ください。

https://www.jpf.go.jp/j/about/citizen/

剑鵚の受賞団体2014~2019
年度 団体名 活動内容

独自のカリキュラムや教材を開発し、介護の現場で必要な日本語や技能の指導を行
い、定住外国人の就労支援を行なっている。学生の社会貢献活動の支援や、浜松市
内の介護事業者の組合活動など、多岐にわたる活動を行っている。

ICT技術を使い、世界中の子どもたちが出会い、コミュニケーションできるプラット
フォームを運営している。「ピクトン」という絵文字や機械翻訳「げんごろう」を開発、
使用言語による序列化を起こさない姿勢を貫いている。

石川県小松市で毎年開催される高校生のためのサマースクール。日米の大学生が
企画や運営のほぼ全てを行っている。高校生たちが多様な年代や文化背景を持つ人
たちと出会い、国際交流の価値に触れる取り組みとなっている。

国際児童・青少年演劇フェスティバルおきなわ（通称「りっかりっか＊フェスタ」）は、
豊かな芸術体験は「ヌチグスイ＝命の薬」との考えから、子どもたちや地元の人々が
独創的で上質な世界中の舞台公演に気軽に触れる機会を長年提供してきた。

西笹川中学校は外国にルーツを持つ生徒が3割を占める。「多文化共生サークル」は
中学生が主体となって防災行事や夏祭り、文化祭等、地域のイベントに密接に関わ
りながら、多文化共生のまちづくりに参画している。

「心身ともに健全な育成」という理念に基づき、被災地や紛争地および開発途上国の
子供達、障がい者、貧困層の人々に対して、体育教育支援や養護施設・青少年人材の
育成を目的とした日本語教室の運営、県内各所と連携した交流を行っている。

世界で活躍できる次世代育成を目的とする国際映画祭を開催。世界の若手監督によ
る奈良を舞台とした映画の製作を支援し、作品を通し、奈良の魅力を世界に発信。

日本と米国の二つの文化を等しく尊重する「ダブル」として誇りを持って成長できる、
バイリンガルの教育の機会を提供。

阪神・淡路大震災の教訓をもとに、デザインやアートの力を活用し、「楽しく防災を
学ぶ」プログラムを考案、多様なパートナーと連携し、国内外で普及活動を展開。

イスラエル、パレスチナ、日本の女子高校生・大学生が里山での共同生活を通じ、
互いの違いを認め、乗り越え、ともに生きる価値と意義を見出す活動を実践。

これまで日本の伝統芸能が知られていなかった中・東欧での能公演やワークショッ
プなどの国際交流を通じ伝統芸能の可能性を広げている。同時に、能に関するアプ
リの開発を支援し、内外で伝統芸能への理解を深める活動を行っている。

外国人が多く居住する神戸市長田区を拠点に、定住外国人の自立支援を行っている。
特に、進学を望む子どもたちへの学習支援、高齢者の居場所づくりなどを行う。

福島県 川俣町で中南米音楽祭「コスキン・エン・ハポン」を開催。1975年に始ま
り、現在では1万人を集める国内最大級の「フォルクローレ」イベントに成長。

多文化共生事業や地球市民育成事業等を通じ、地域のグローバル化の課題に市民
レベルで取り組む。2016年の熊本地震では、活動によって培われた日常の地域の
“つながり”が大きな力を発揮した。

硫黄島はギニアの太鼓「ジャンベ」の島として知られている。1994年の「ジャンベの神様」
ママディ・ケイタ氏の来島以降、ジャンベを通じた国際交流が活発に続けられている。

海外から訪れる人々が日本で「ホームビジット」体験ができるよう、訪問者と一般家
庭のマッチングを行っている。日本の一般家庭で家庭料理を食べながら2、3時間の
気軽な国際交流を行うこの活動は年々広がりを見せている。

横浜市初黄・日ノ出町地区を主な活動エリアとし、地域・行政・警察・大学・アーティス
ト等と連携しながら、アートを通じて創造的で特色ある「界隈」の形成を進めている。

住民の4割を超える外国人住民と日本人住民の生活習慣の違いから生じる溝を埋めるべく、
学生団体「芝園かけはしプロジェクト」と協働し「多文化共生の地元づくり」を推進している。

2018
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〈鳥取県〉
● 特定非営利活動法人 鳥の劇場 ［2011］
● 智頭町活性化プロジェクト集団 ［1995］
〈島根県〉

● 特定非営利活動法人 あしぶえ ［2002］
〈岡山県〉
★ 特定非営利活動法人 ハート・オブ・ゴールド［2019］
〈広島県〉

● 広島アジア文化会館 ［1988］

〈新潟県〉
● ミティラー美術館 ［1998］
● アース・セレブレーション実行委員会 ［1994］
〈富山県〉

● スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド実行委員会 ［2008］
● いなみ国際木彫刻キャンプ実行委員会 ［1999］
● 一般社団法人 富山県芸術文化協会 ［1990］
● 劇団文芸座 ［1985］
〈石川県〉

● 小松サマースクール実行委員会［2018］　
● 金沢を世界へひらく市民の会 ［1987］
〈福井県〉

● 武生国際音楽祭推進会議 ［2003］
〈長野県〉

● 社団法人 長野国際親善クラブ ［1993］
● いいだ人形劇フェスタ実行委員会 ［1991］　
〈岐阜県〉

● 特定非営利活動法人 ブラジル友の会 ［2011］
● アーティスト・イン・レジデンス
　 「美濃・紙の芸術村」実行委員会 ［2003］
〈静岡県〉

● 一般社団法人 グローバル人財サポート浜松［2018］
● 特定非営利活動法人浜松ＮＰＯネットワークセンター ［2009］
〈愛知県〉

● 公益財団法人 豊田市国際交流協会［2001］
● とこなめ国際やきもの
 　ホームステイ実行委員会 ［1997］

中国地方

〈徳島県〉
● 特定非営利活動法人 グリーンバレー ［2009］
〈香川県〉

● 公益社団法人 セカンドハンド ［2004］
〈愛媛県〉

● 特定非営利活動法人 
 　えひめグローバルネットワーク ［2007］
〈高知県〉

● Ｇｅｎｋｉ 青年会 ［2005］
● 高知市立高知商業高等学校生徒会 ［2002］

四国地方

〈福岡県〉
● 特定非営利活動法人 アジア女性センター ［2007］
● 特定非営利活動法人
　  アジア・太平洋こども会議イン福岡 ［1992］
〈佐賀県〉

● 玄海人クラブ ［2000］
● 特定非営利活動法人 地球市民の会 ［1989］
〈長崎県〉

● 長崎国際交流塾 ［2004］
● 長崎県世界青年友の会(面白ちんぐ倶楽部) ［1996］
〈熊本県〉

● 一般財団法人 熊本市国際交流振興事業団 ［2016］
● 特例社団法人 熊本たけのこ会 ［1993］
〈大分県〉

● 国立大分工業高等専門学校
 　足踏みミシンボランティア部 ［2012］
〈鹿児島県〉

● 硫黄島地区会 ［2016］
● 太鼓集団 蒲生郷太鼓坊主 ［1997］
● 特定非営利活動法人 からいも交流 ［1986］
〈沖縄県〉
★ 国際児童・青少年演劇フェスティバル
　おきなわ実行委員会［2019］
● 特定非営利活動法人 
　 アメラジアンスクール・イン・オキナワ [2014]
● 琉球國祭り太鼓 ［1999］

九州地方

中部地方

〈北海道〉
● 特定非営利活動法人 雪合戦インターナショナル 
    ［2013］
● 特定非営利活動法人 S-AIR ［2008］
● 特定非営利活動法人 チェルノブイリへのかけはし 
    ［2005］
● 北方圏国際シンポジウム実行委員会 ［2003］
● 江差追分会 ［2000］
● 札幌こどもミュージカル育成会 ［1998］
● 北海道国際女性協会 ［1989］
● 一般財団法人 北海道国際交流センター ［1985］

北海道

〈三重県〉
★ 四日市市立西笹川中学校多文化共生サークル［2019］
● 財団法人 大内山塾 ［1988］　
〈滋賀県〉

● 東近江大凧保存会 ［2001］
〈京都府〉

● 特定非営利活動法人 パンゲア ［2018］
● 特定非営利活動法人 テラ・ルネッサンス ［2012］
● 特定非営利活動法人
　 ジャパン・コンテンポラリー・ダンス・ネットワーク（JCDN） ［2006］
● 財団法人 母と学生の会 京都支部
　 「国際女子留学生センター」 ［1987］
● 公益財団法人 京都「国際学生の家」 ［1985］
〈大阪府〉

● 公益財団法人 山本能楽堂 ［2015］
● 社会福祉法人 こころの家族
 　特別養護老人ホーム故郷の家 ［2001］
● 特定非営利活動法人 多文化共生センター
　 (旧・外国人地震情報センター） ［1995］
● 特定非営利活動法人 関西国際交流団体協議会 ［1994］
● 公益社団法人 アジア協会アジア友の会 ［1986］
〈兵庫県〉

● 特定非営利活動法人 神戸定住外国人支援センター ［2015］
● 特定非営利活動法人 プラス・アーツ [2014]
● 特定非営利活動法人 ダンスボックス ［2010］
● 特定非営利活動法人 芸術と計画会議（C.A.P.) ［2007］
● 特定非営利活動法人 たかとりコミュニティセンター ［2002］
● 特定非営利活動法人 多文化共生センター ［1995］
● 神戸クロスカルチュラルセンター ［1991］
● 公益財団法人 PHD協会 ［1988］
〈奈良県〉

● 特定非営利活動法人 なら国際映画祭実行委員会 ［2014］
●  一般財団法人 たんぽぽの家 ［1994］

近畿地方

〈茨城県〉
● 特定非営利活動法人 自然生クラブ ［2009］
● 浅賀正治（個人） ［2005］
● 「茨城アジア教育基金」を支える会 ［1992］
●  高萩市国際交流協会 ［1986］
〈栃木県〉

● 栃工高国際ボランティアネットワーク ［2000］
● いっくら国際文化交流会 ［1991］
● 学校法人 アジア学院 ［1989］
〈群馬県〉

● 特定非営利活動法人
　 大泉国際教育技術普及センター ［2008］
● からす川音楽集団 ［1995］
〈埼玉県〉

● 芝園団地自治会 ［2017］
● 特定非営利活動法人 メイあさかセンター ［1996］
〈千葉県〉

● 浦安市国際交流協会 ［1990］
● 財団法人 京葉教育文化センター ［1987］
〈東京都〉

● 特定非営利活動法人 Nagomi Visit ［2017］
● 特定非営利活動法人 Peace Field Japan ［2015］
● 特定非営利活動法人 難民支援協会 ［2012］
● 特定非営利活動法人 かものはしプロジェクト ［2011］
● 特定非営利活動法人 アクション ［2010］
● 特定非営利活動法人 多文化共生センター東京 ［2006］
● 財団法人 おはなしきゃらばんセンター ［1999］
〈神奈川県〉

● 特定非営利活動法人 黄金町エリアマネジメントセンター [2017]
● 特定非営利活動法人 BankART1929 [2013]
● 特定非営利活動法人 多言語社会リソースかながわ
　（MICかながわ） [2013]
● 多文化まちづくり工房 ［2010］

関東地方

〈青森県〉
● 特定非営活動法人
　 ジュニア・グローバル・トレーニングスクール ［2006］
〈岩手県〉

● 陸前高田市国際交流協会 〈理事長特別賞〉 ［2011］
● 藤沢町国際交流協会 ［1998］
● 財団法人 岩手国際理解推進協会 ［1992］　
〈宮城県〉

● 国際交流協会ともだちin名取 〈理事長特別賞〉 ［2011］
● 特定非営利活動法人
　 国際都市仙台を支える市民の会（ICAS） ［1997］
〈秋田県〉

● 秋田県国際交流をすすめる婦人の会「わぴえ」 ［1995］
〈山形県〉

● 戸沢村国際交流協会 ［2004］
● 特定非営利活動法人 IVY ［1996］
● 置賜百姓交流会 ［1993］
● 庄内国際交流協会 ［1990］
〈福島県〉

● ノルテ・ハポン（コスキン・エン・ハポン開催事務局） ［2016］
● 特定非営利活動法人 ザ・ピープル 〈理事長特別賞〉 ［2011］

東北地方

★は2019年度

日本と世界を文化でつなぐ




